
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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2022年産主食用米の需要に

見合った適正生産量が675万

㌧に設定されました。需給均

衡には21年産に比べ、約４万

㌶（３％）の作付け転作が必

要。来年、産地は水田で何を

作るのか－－。対応や課題を

探る連載企画が５回シリーズ

で始まりました。岩手県奥州

市の古城ライスフィールドは

今年、大豆を68㌶栽培。10㌃

当たりの収入は、品代や直接

支払交付金などで12万円前

後と、水稲を３割上回ると試算

しています。 （12/７付３面）

今週の記念日
★12月12日
「明太子の日」
韓国伝来の辛
子明太子が初
めて日本に到
来した発祥の
地の山口県下
関。その下関市
で明太子専門
業として、辛子
明太子を全国
に普及させてき
た前田海産㈱
が制定しました。
日付は日本で
初めて 「明太
子」という名称
が、当時の「関
門日日新聞」に
登場した1914
年（大正３年）
12月12日に由
来します。

＜日本記念日協会から＞

日本農業新聞は、人手不足の生産農家で公務

員が兼業することの賛否を問う緊急アンケート実

施。44都道府県の200人のうち、「賛成」が９割を

占めました。職業や年代で賛否に大きな違いは

なく、人口減時代を背景に、食を支える農業の

「公共性」について、共感が広がっている事実を、

初めて裏付けた結果になりました。（12/8付１面）



農研機構は素早く飛び回る害虫の空中での

位置を、カメラの画像を基に予測する方法を

開発しました。予測した位置に高出力レー

ザー光を照射し、害虫を駆除する技術に応

用。立体的に捉えられる特殊カメラで、空中

での位置を計測。飛行パターンを解析して、

0.03秒先の位置を予測します。農薬を使わ

ずに害虫を駆除・防除する技術で、2025年

までに実用化を目指します。（12/10付1面）

日本農業新聞 東北支所 〒980-0011 仙台市青葉区上杉１-２-１６ ＴＥＬ：022（264）8680／ＦＡＸ：022（264）0951

日本農業新聞 東北支所 （秋田・宮城県普及担当） 高橋 完
年末が近づき、家の大掃除を始めました。水回りを徹底的にと、先日は台所を中心に
掃除しました。冷蔵庫の奥からは、賞味期限が１年前の練りわさび（しかも使いかけ）、
食品棚からは転勤前に東京で買ったレトルトカレーなどなど。昨年も大掃除したはず
なのですが、見落としていたみたいです。今は冷蔵庫も棚もすっきりしました。

和歌山県の若手梅農家とデザイ

ナーが協力し、特産梅「南高」を

使ったハート形の干し梅を開発し

ました。種を抜いた梅干し丸々一

粒を、ハートの型枠で成形。若者

に「写真映え」する梅干しとして発

信しています。 （12/７付13面）

農研機構は、乳用牛の胃から、メタ

ンの発生抑制が期待できる新たな細

菌を発生したと発表。牛のげっぷに

含まれるメタンには温室効果があり、

排出量の削減が課題となっています。

新しい細菌は胃の中で、メタンを抑

える関係にある「プロピオン酸」の元

となる物質を、他の細菌より多く作る

特徴があります。 （12/８付９面）


